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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第59期

第１四半期連結
累計期間

第60期
第１四半期連結

累計期間
第59期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （千円） 5,748,596 5,888,757 23,159,129

経常利益 （千円） 932,164 1,048,050 4,454,217

親会社株主に帰属する四半期（当期）純

利益
（千円） 604,850 735,542 3,178,474

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 583,433 748,729 3,508,059

純資産額 （千円） 13,756,740 17,260,190 16,608,837

総資産額 （千円） 23,673,839 25,645,740 26,471,086

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 125.09 152.12 657.34

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 56.9 65.8 61.3

（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株式に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

 当第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日～平成27年６月30日）における世界経済は、中国や欧州の一部に

景気不安定感があったものの、米国の個人消費や住宅投資の再加速の動きが見られ、全体として緩やかに成長しま

した。

　一方、国内経済も円安基調による輸出企業の収益改善や個人消費に持ち直しの動きが見られるなど、緩やかな回

復基調を持続しました。

　当社グループの主要顧客であります自動車業界は、世界販売の４分の１を占める中国市場で新車販売の伸び率が

鈍化しましたが、米国市場では高級車や大型車販売が好調に推移し、欧州でもドイツや英国が順調に回復する等、

総じて堅調に推移しました。それらの影響により、当社グループ製品売上高も堅調に推移しました。

　また、主要原料の一つであるレアアースは、主要な産出国である中国の輸出関税が撤廃されたことにより流通価

格が下落しました。

　これらの結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高5,888百万円（前年同期比2.4％増）、営業利益

1,020百万円（前年同期比6.2％増）、経常利益1,048百万円（前年同期比12.4％増）、親会社株主に帰属する四半

期純利益735百万円（前年同期比21.6％増）となりました。

 

(2）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は25,645百万円で、前連結会計年度末に比べ825百万円減少しまし

た。これは主に、製品の減少（259百万円）、原材料及び貯蔵品の減少（222百万円）及び有価証券の減少（200百

万円）等によるものであります。

当第１四半期連結会計期間末における負債は8,385百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,476百万円減少しま

した。これは主に未払法人税等の減少（777百万円）、長期借入金（１年内返済予定の長期借入金含む）の減少

（575百万円）及び賞与引当金の減少（182百万円）等によるものであります。

当第１四半期連結会計期間末における純資産は17,260百万円で、前連結会計年度末に比べ651百万円増加しまし

た。これは利益剰余金の増加（614百万円）によるものであります。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末61.3％から65.8％となりました。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

(4）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は210百万円であります。なお、当第１四

半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,520,000

計 19,520,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年８月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,880,000 4,880,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 4,880,000 4,880,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額

（千円）

資本準備金残
高

（千円）

平成27年４月１日～

平成27年６月30日
－ 4,880,000 － 787,100 － 1,194,589

 

（６）【大株主の状況】

　　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができません。よって、直前の基準日である平成27年３月31日現在の株主名簿により記載しております。

①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

 無議決権株式 － － －

 議決権制限株式（自己株式等） － － －

　議決権制限株式（その他） － － －

　完全議決権株式（自己株式等）
 （自己保有株式）

 普通株式    44,600
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,833,800 48,338 －

　単元未満株式 普通株式     1,600 － －

　発行済株式総数 4,880,000 － －

　総株主の議決権 － 48,338 －

（注）「単元未満株式」には当社所有の自己株式76株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名又は

名称
所有者の住所

自己名義所有株

式数(株)

他人名義所有株

式数(株)

所有株式数の合

計(株)

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合(％)

第一稀元素化学工業

株式会社

大阪市住之江区平

林南1丁目6番38号
44,600 - 44,600 0.91

計 － 44,600 - 44,600 0.91

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,336,273 4,280,762

受取手形及び売掛金 4,259,144 4,428,352

有価証券 700,000 500,000

製品 2,732,384 2,472,462

仕掛品 1,210,354 1,270,343

原材料及び貯蔵品 1,782,940 1,560,130

その他 1,673,328 1,442,044

流動資産合計 16,694,426 15,954,095

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,220,009 2,177,891

機械装置及び運搬具（純額） 2,101,084 2,007,467

土地 1,484,243 1,484,243

その他（純額） 2,109,015 2,134,048

有形固定資産合計 7,914,353 7,803,650

無形固定資産 224,477 213,596

投資その他の資産 1,637,829 1,674,398

固定資産合計 9,776,659 9,691,645

資産合計 26,471,086 25,645,740

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 843,616 876,322

短期借入金 1,500,000 1,600,000

1年内返済予定の長期借入金 2,254,832 2,167,542

未払法人税等 1,047,325 269,356

賞与引当金 377,569 195,411

その他 915,414 828,629

流動負債合計 6,938,757 5,937,261

固定負債   

長期借入金 2,666,209 2,178,023

退職給付に係る負債 736 732

その他 256,545 269,533

固定負債合計 2,923,491 2,448,289

負債合計 9,862,249 8,385,550

純資産の部   

株主資本   

資本金 787,100 787,100

資本剰余金 1,216,649 1,216,649

利益剰余金 13,791,627 14,406,286

自己株式 △82,904 △82,904

株主資本合計 15,712,473 16,327,132

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 187,634 231,606

為替換算調整勘定 246,769 243,067

退職給付に係る調整累計額 83,162 79,290

その他の包括利益累計額合計 517,567 553,965

非支配株主持分 378,796 379,092

純資産合計 16,608,837 17,260,190

負債純資産合計 26,471,086 25,645,740
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 5,748,596 5,888,757

売上原価 4,126,519 4,075,998

売上総利益 1,622,077 1,812,759

販売費及び一般管理費 661,377 792,607

営業利益 960,699 1,020,151

営業外収益   

受取利息 2,765 2,100

受取配当金 5,173 8,659

為替差益 － 26,588

その他 17,634 13,646

営業外収益合計 25,573 50,994

営業外費用   

支払利息 18,828 6,429

為替差損 35,018 -

持分法による投資損失 － 16,497

その他 261 168

営業外費用合計 54,108 23,095

経常利益 932,164 1,048,050

特別利益   

補助金収入 － 55,294

特別利益合計 － 55,294

特別損失   

固定資産除却損 23 27

特別損失合計 23 27

税金等調整前四半期純利益 932,141 1,103,317

法人税、住民税及び事業税 30,786 258,231

法人税等調整額 303,223 130,528

法人税等合計 334,010 388,760

四半期純利益 598,131 714,557

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △6,719 △20,984

親会社株主に帰属する四半期純利益 604,850 735,542
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

四半期純利益 598,131 714,557

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 6,670 43,972

為替換算調整勘定 △16,417 △5,914

退職給付に係る調整額 △4,951 △3,871

持分法適用会社に対する持分相当額 － △14

その他の包括利益合計 △14,698 34,171

四半期包括利益 583,433 748,729

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 596,441 771,940

非支配株主に係る四半期包括利益 △13,008 △23,211
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基

準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業

分離等会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に

対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年

度の費用として計上する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企

業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連

結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変

更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるた

め、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替

えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び

事業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首

時点から将来にわたって適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 

EDINET提出書類

第一稀元素化学工業株式会社(E00806)

四半期報告書

10/13



（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費は次のとおりであります。

 

前第１四半期連結累計期間

（自　平成26年４月１日

至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間

（自　平成27年４月１日

至　平成27年６月30日）

　減価償却費 251,807千円 244,490千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月26日

定時株主総会
普通株式 72,529 15.00 平成26年３月31日 平成26年６月27日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日

定時株主総会
普通株式 120,883 25.00 平成27年３月31日 平成27年６月26日 利益剰余金

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、化学工業製品の製造及び販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 125円09銭 152円12銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千

円）
604,850 735,542

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
604,850 735,542

普通株式の期中平均株式数（株） 4,835,324 4,835,324

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年８月７日

第一稀元素化学工業株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 林　 　由 佳　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 入 山　友 作　 印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている第一稀元素化学

工業株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成27年４月１

日から平成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、第一稀元素化学工業株式会社及び連結子会社の平成27年６月30日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

 （注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

 　　　２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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